
地区補助金を活用して、広島県立南特別支援学校の小学部生徒に学
業支援用具を贈呈し、贈呈式や小学部生徒の授業参観、そして交流会
を実施した。

聴覚障害を持つ児童生徒にとって視覚的な教材を活用した学習は必
要不可欠かつ効果的であり、積極的に活用しています。特に、大型の電
子黒板は、学級内のみんなや会場全体で情報を共有しながら活動が行
える非常に効果的な学習支援具です。昨年に引き続き、聴覚障害その
ものの理解を深めていただくことで、社会の中で障害者との共生に貢
献することを目指しています。
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プロジェクト概要

砂田会長の挨拶の後、砂田会長から秋山校長へ目録、秋山校長から
砂田会長へ感謝状が渡された。また、秋山会長の謝辞、生徒代表のお
礼の言葉があった。

2023～2024年度地区補助金事業
広島県立広島南特別支援学校

広島中央ロータリークラブ
実施日：2023年12月18日　12時30分～14時00分

住　所　広島市中区吉島東二丁目10番33号
学校名　広島県立広島南特別支援学校

広島中央ロータリークラブ会員
生学部生徒、教職員、PTA

31名
7名

12：30～13：00　　　訪問例会（学校概要説明）
13：00～13：15　　　寄贈品贈呈式・感謝状授与式
13：15～13：30　　　校内見学
13：30～14：00　　　小学部生徒の授業参観、そして交流会

寄贈した大型電子黒板を使用して小学部の子どもたちと一緒に、絵
を書きながら「しりとりゲーム」をしました。子どもたちの方が絵心があ
り、ロータリーメンバーの書く絵では笑いが起こり、とても楽しい交流
会になりました。手書きで書いた絵は色をつけたり、アウトプットできた
り、我々も驚く機能がたくさんあり驚きました。

交流会

寄贈品　電子黒板

寄贈品

校内見学


